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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の光像を結像させるための対物部材を内蔵する二つの対物枠がロー接、半田付け
又は溶接により一体的に気密に連結固着されて内視鏡の挿入部先端に配置された内視鏡の
対物部において、
　上記二つの対物枠のうち一方の対物枠の外周面が大径部とそれに隣接する小径部とを備
えていて、その小径部の外周面に他方の対物枠の内周面が嵌合連結されると共に、上記一
方の対物枠の大径部の外周面と上記他方の対物枠の外周面の双方にまたがる状態で上記二
つの対物枠の境界部の外周面を全周にわたり隙間なく覆うカバーリングが設けられていて
、上記二つの対物枠が、各々外面に露出する部分において上記カバーリングとロー接、半
田付け又は溶接で気密に固着されると共に、上記カバーリングの内周面に直接面していて
上記一方の対物枠と他方の対物枠との壁間の隙間により形成される円周溝にシール部材が
挟設され、それによって上記連結固着部と上記二つの対物枠の内部との間がシールされて
いることを特徴とする内視鏡の対物部。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の挿入部先端に配置された内視鏡の対物部に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　内視鏡の挿入部先端には、被写体の光像を結像させるための対物部材を内蔵する対物枠
が内蔵されているが、組み立ての都合などから対物枠が二つに分けられていて、組み立て
時に一体的に連結固着される場合が少なくない。
【０００３】
　そのような二つの対物枠内には、各々に対物レンズが収納される場合や、対物レンズと
固体撮像素子が分けて収納される場合があるが、何れの場合であっても、内視鏡が使用後
に高圧蒸気滅菌処理される場合の耐久性を考慮すると、二つの対物枠をロー接、半田付け
又は溶接等で気密に固着して対物ユニットを構成する必要がある（例えば、特許文献１、
２）。
【特許文献１】特開２００４－６８１
【特許文献２】特開２０００－１１５５９４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　図１０と図１１は各々従来の内視鏡の対物部を例示しており、図１０の例では、先側対
物枠９１と後側対物枠９２とが嵌合部分においてロー接、半田付け又は溶接で気密に一体
的に連結固着され、図１１の例では、先側対物枠９１と後側対物枠９２とが外周面の境界
部に形成された隙間部分９３でロー接、半田付け又は溶接で気密に一体的に連結固着され
ている。
【０００５】
　しかし、そのような構成をとると、いずれの場合も、ロー接、半田付け又は溶接等が行
われる際に飛び散るフラックスの蒸気や金属粉等が、矢印Ａで示されるように対物枠９１
，９２内に侵入して内部の対物部材を汚損し、光学性能（内視鏡観察画像の鮮明度等）を
低下させてしまう場合がある。
【０００６】
　そこで本発明は、被写体の光像を結像させるための対物部材を内蔵する二つの対物枠を
、光学性能を低下させることなく気密に連結固着することができる内視鏡の対物部を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の対物部は、被写体の光像を結像させるた
めの対物部材を内蔵する二つの対物枠がロー接、半田付け又は溶接により一体的に気密に
連結固着されて内視鏡の挿入部先端に配置された内視鏡の対物部において、二つの対物枠
が気密に連結固着された部分より内側の位置に、連結固着部と二つの対物枠の内部との間
をシールするシール部材を設けたものである。
【０００８】
　なお、二つの対物枠の境界部の外周面を二つの対物枠の双方の外周面にまたがる状態で
全周にわたり隙間なく覆うカバーリングが設けられていて、二つの対物枠が、各々外面に
露出する部分においてカバーリングとロー接、半田付け又は溶接で気密に固着されると共
に、カバーリングにより気密に封止された部分の内側に位置していて二つの対物枠で挟ま
れた部分にシール部材が配置されていてもよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、二つの対物枠が気密に連結固着された部分より内側の位置に、連結固
着部と二つの対物枠の内部との間をシールするシール部材を設けたことにより、二つの対
物枠を、ロー接、半田付け又は溶接等が行われる際に飛び散るフラックスの蒸気や金属粉
等が内部に侵入することなく一体的に固着して、光学性能を低下させることなく気密に連
結固着することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
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　被写体の光像を結像させるための対物部材を内蔵する二つの対物枠がロー接、半田付け
又は溶接により一体的に気密に連結固着されて内視鏡の挿入部先端に配置された内視鏡の
対物部において、二つの対物枠が気密に連結固着された部分より内側の位置に、連結固着
部と二つの対物枠の内部との間をシールするシール部材を設ける。
【実施例】
【００１１】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は内視鏡の挿入部先端の正面図であり、挿入部の最先端部分に連結された先端部本
体１の先端面に、観察窓２、照明窓３及び処置具突出口４等が配置されている。
【００１２】
　図３はその挿入部先端の側面断面図であり、処置具突出口４の奥においては、挿入部内
に全長にわたって挿通配置された処置具挿通チャンネル５の先端部分が、処置具突出口４
と真っ直ぐに連通する状態に先端部本体１に接続されている。
【００１３】
　１１と１２は対物光学系を構成するレンズ群であり、最先端のカバーレンズ１１は、内
外径の各々に段のある円筒状に形成された先側対物枠１０に外方から固着されている。カ
バーレンズ１１に続く後群レンズ１２はこの実施例では３枚のレンズであり、先側対物枠
１０内に後方から嵌め込まれてそこに固定されている。なお、後群レンズ１２が一枚のレ
ンズ等であっても差し支えない。
【００１４】
　対物光学系１１，１２による被写体の投影位置には固体撮像素子１３の撮像面が配置さ
れており、固体撮像素子１３とその後方に隣接して配置された電子部品等が後側対物枠１
４内に固着されている。
【００１５】
　そして、そのような後側対物枠１４の先端寄りの部分が、先側対物枠１０の後端寄りの
部分の外周部に嵌合連結されている。１３ａは固体撮像素子１３のカバーガラス、１５は
、挿入部内に全長にわたって挿通配置された信号ケーブルである。
【００１６】
　そのような構成により、対物光学系１１，１２によって投影された被写体の光像（即ち
内視鏡観察像）が固体撮像素子１３の撮像面に結像して固体撮像素子１３で撮像され、そ
こで電子信号に変換されて信号ケーブル１５を介して送り出される。なお、本発明におけ
る「対物部材」には、対物光学系１１，１２だけでなく固体撮像素子１３も含まれる。
【００１７】
　図１は、そのように構成された対物ユニットを示しており、先側対物枠１０と後側対物
枠１４の境界部（外側に露出している位置における境界部）には、先側対物枠１０と後側
対物枠１４の双方の外周面にまたがる状態で境界部付近の外周面を全周にわたり隙間なく
覆う金属製の薄肉円筒状のカバーリング１６が設けられて、二つの対物枠１０，１４が外
面に露出する部分において各々カバーリング１６とロー接２０，２１により気密に固着さ
れている。
【００１８】
　カバーリング１６は、先側対物枠１０と後側対物枠１４の双方に対して隙間なくきつく
嵌合するように形成しておくとよく、素材としては例えばステンレス鋼管材等を用いるこ
とができる。なお、ロー接２０，２１に代えて、半田付け又は溶接で固着してもよい。
【００１９】
　また、カバーリング１６により気密に封止された部分の内側に位置する二つの対物枠１
０，１４の嵌合部分には、先側対物枠１０の外周面に全周にわたる円周溝３０が形成され
ていて、例えばシリコン系接着剤等からなるシール部材３１が、二つの対物枠１０，１４
の嵌合面を封止する状態に充填されている。
【００２０】
　その結果、ロー接２０，２１部分と二つの対物枠１０，１４内との間がシール部材３１
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により完全に封鎖され、ロー接作業時に発生するフラックスの蒸気や金属粉等が対物枠１
０，１４内に全く侵入しない。
【００２１】
  図４～図７は、先側対物枠１０と後側対物枠１４とが連結固着されるまでの工程を順に
示しており、図４に示されるように、先側対物枠１０の先端側の部分にカバーレンズ１１
を嵌め込んで固着したら、図５に示されるように先側対物枠１０を上下反転させて、後群
レンズ１２を先側対物枠１０内に順に嵌め込んで固着する。
【００２２】
　そして、図６に示されるように、先側対物枠１０に形成されている円周溝３０に例えば
シリコン系接着剤等からなるシール部材３１を盛り上がる状態に充填して、その部分を後
側対物枠１４側と嵌合させる。
【００２３】
　そして、図７に示されるように、カバーリング１６を先側対物枠１０と後側対物枠１４
との境界部の双方の外周面にまたがる状態に被嵌して、そのカバーリング１６を、二つの
対物枠１０，１４と各々外面に露出する部分においてロー接２０，２１等で気密に固着す
る。
【００２４】
　そのようにして、先側対物枠１０と後側対物枠１４との境界部の双方の外周面にまたが
る状態にカバーリング１６が被嵌されることにより、ロー接作業時等に発生するフラック
スの蒸気や金属粉等が対物枠１０，１４内に侵入し難くなるが、さらに、ロー接２０，２
１による固着部の内側位置にシール部材３１が設けられていることにより、対物枠１０，
１４内へのフラックスの蒸気や金属粉等の侵入が完璧に阻止される。
【００２５】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図８に示されるように、
シール部材３１として環状に形成されたゴム材からなるＯリング等を用いてもよく、図９
に示されるように、先側対物枠１０と後側対物枠１４の双方の端面壁間の隙間で円周溝３
０を形成して、その部分にシール部材３１を挟設してもよい。
【００２６】
　又、本発明は、二つの対物枠１０，１４の各々に対物光学系１１，１２が取り付けられ
た構成のものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の第１の実施例の対物ユニットの側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の正面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の側面断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の対物ユニットの製造工程を順に示す略示断面図である。
【図５】本発明の第１の実施例の対物ユニットの製造工程を順に示す略示断面図である。
【図６】本発明の第１の実施例の対物ユニットの製造工程を順に示す略示断面図である。
【図７】本発明の第１の実施例の対物ユニットの製造工程を順に示す略示断面図である。
【図８】本発明の第２の実施例の対物ユニットの側面断面図である。
【図９】本発明の第３の実施例の対物ユニットの側面断面図である。
【図１０】従来の対物部の第１の例の側面断面図である。
【図１１】従来の対物部の第２の例の側面断面図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１０　先側対物枠
　１１　カバーレンズ（対物部材）
　１２　後群レンズ（対物部材）
　１３　固体撮像素子（対物部材）
　１４　後側対物枠



(5) JP 4668653 B2 2011.4.13

　１６　カバーリング
　２０，２１　ロー接
　３０　円周溝
　３１　シール部材

【図１】 【図２】



(6) JP 4668653 B2 2011.4.13

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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